
（別紙３）

～ R7年　3月　22日

（対象者数） 480 （回答者数） 329

～ R7年　2月　28日

（対象者数） 17 （回答者数） 17

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的に知識を高めていく為の勉強会を実施している。

2

将来の目標に向けて低学年からしっかりと目標を持ち

進めていけるように保護者や利用者との面談を強化し

ていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同じ時間希望の利用者で数人で行う。職員を増員する

等を行って対応していく。

2

ペア学習や小集団を希望された場合、平日の遅い時間

に保護者様や利用者に同意を得て実施していく事も検

討していく。

3

放課後の時間の空き枠がなく療育をうけれない利用者が

いる。キャンセルが出たらすぐにご連絡はしているが、

キャンセル待ちの利用者の方は担当制ではないため担当

が違う場合がある。

クール制ではなく0～18才まで在籍していただいている

為、放課後や土曜日、祝日の枠が中々空かない。また

キャンセル待ちの方を担当制にすると中々ご案内が出来

ない為キャンセル待ちの方は担当制ではご案内できない

（その旨は保護者に伝えてはいる）

基本的には個別支援を行っている為集団での評価がしに

くい。

個別支援を希望される保護者様も多いため平日の遅い時

間や土曜日での集団が行えていない。集団は長期休みに

実施するのみとなっている。

0～18歳まで在籍することが出来るため、その時々の悩

みや目標に対応することが出来る。

保護者の希望だけでなく、本児の希望も聞きながら困り

ごとや目標を決めて進めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員が全員専門的資格保持者なので個々に合った支援を

行うことができる。

多職種が在籍しているので職員間で空いた時間や会議で

様々な意見交換をしている。

○事業所名 医療法人社団岡田会　発達・教育支援センターアミークス

○保護者評価実施期間 令和7年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


